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平成 28 年度 北海道小学校長会 

第５回理事研修会 

 

第 60 回 道小教育研究 

宗谷・稚内大会について 

 

２点、お伝えいたします。 

１点目は、研究発表者の氏名報告についてである。 

   

   ２ページは会長から地区理事の皆様への依頼文書、３ページは研究発表者の氏名

報告の用紙になっている。この用紙で、４月 10 日（月）までに道通ビルの事務所

まで研究発表者の氏名報告をお願いする。 

 

４ページと５ページに宗谷・稚内大会分科会一覧を載せているので、各地区の分

担を確認いただきながら取組を進めていただければと思う。 

６ページの参加期待数については、第 4 回理事研修会で承認されている。参加期

待数についての変更はない。 

 

  ２点目は、以前お渡しした水色の表紙の「平成２９年度 道小宗谷・稚内大会 研

究主題、副主題、分科会の研究課題、趣旨及び研究の視点」という冊子についてで

ある。 

この冊子は、平成30年度の全連小北海道大会も視野に入れながら作成している。

第４回の理事研修会で、既に、お渡ししているが、全連小常任理事会において、現

在、趣旨及び研究の視点の部分が検討されている最中である。学習指導要領案が２

月 14 日に示され、その中の趣旨や文言を取り入れていく方向で考えており、一部

変更される見通しである。 

本日の理事研修会で最終決定した趣旨及び視点を載せてこの冊子を再度お配り

しようと考えていたが、間に合わない状況である。３月の全連小常任理事会におい

て最終決定がなされる見込みである。決定した内容は道小ＨＰに掲載するので、宗

谷・稚内大会の発表と全連小北海道大会で発表が割り当たっている地区の理事の皆

様は、発表者または発表に関係する校長先生に、道小ＨＰをご覧いただくよう、お

伝え願いたい。 
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平成２９年２月２４日 
 

地区理事 様 
 

                                北海道小学校長会  

                                 会長 松 井 光 一 

 

 

研究発表者氏名報告のお願い 

 

 

時下，ますますご健勝のことと存じます。 

さて，この度は，第６０回道小宗谷・稚内大会分科会の研究発表を担当していただき誠にあり

がとうございます。何かとご多忙のことと存じますが，どうぞよろしくお願いいたします。 

つきましては，別紙により，研究発表者の氏名報告を ４月１０日（月）までに下記の道小事

務局宛に提出をお願いいたします。 

また，発表者につきましては，５月９日（火）の第１回分科会運営者研修会から参加していた

だくことになっております。発表される校長先生には，あらためてご案内申し上げますとともに，

発表原稿の執筆要項，原稿締め切り等につきまして詳細をお知らせいたします。 

以上取り急ぎご連絡させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※郵送，電話，ＦＡＸ，電子メール添付のいずれも可 
 

◆提出先（連絡，問い合わせ先） 

   〒０６０－０００５ 

        札幌市中央区北５条西６丁目 第２道通ビル３０６ 

         北海道小学校長会 

             電 話  ０１１－２１８－９８５０ 

            ＦＡＸ   ０１１－２１８－９８５１ 

                   Ｅメール   mail-h.s.k@dousho.jp 
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                     平成２９年  月  日 

研究発表者の氏名報告について 

 

１ 発 表 分 科 会 名                      

     （ふりがな） 

２ 研 究 発 表 者 名                      

３ 勤 務 校 名                  小学校    

４ 勤 務 校 住 所                        

５ 郵 便 番 号 〒（    ）―（      ）                

６ 勤務先電話番号 （     ）―（   ）－（      ）                    

７ 勤務先ＦＡＸ番号  （     ）―（   ）－（      ）                  

８ Ｅメールアドレス                        

  ※連絡用のメールアドレスがありましたら，お書きください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

連絡・通信欄 

 



研究領域 研究課題

危機管理

Ⅴ 教育課題

研究の視点分科会

Ⅰ

Ⅱ

研究・研修
学校の教育力を向上させる
研究・研修の推進における
校長の在り方

①教職員としての資質・能力の向上を目指した研究・研修体制の
充実

②キャリアステージを意識した展望や，学校経営への参画意識を
もたせる研修の推進

評価・改善

①将来を見据えた明確な学校経営ビジョンの策定

学校教育の充実を図るため
の評価・改善と校長の在り
方

①学校経営の改善に向けた学校評価の充実

②教職員の資質・能力の向上に向けた人事評価の工夫

知性・創造性
知性・創造性を育むカリ
キュラム・マネジメントと
校長の在り方

学校経営

6

教育課程

1

2

3

4

5

①しなやかな知性と豊かな創造性の育成

Ⅲ

社会形成能力

危機対応

12

指導・育成

7

Ⅳ

自立や共生の実現に向けた
特別支援教育と環境教育の
推進における校長の在り方

①子どもの自立を図る特別支援教育の推進

②持続可能な社会の担い手を育み，教科・領域との関連を図った
環境教育の推進

これからの学校運営を担う
リーダーの育成と校長の在
り方

①学校教育への確かな展望をもち,実践力と応用力を兼ね備えた
ミドルリーダーの育成

②時代の潮流を見つめ，豊かな人間性を身に付けた管理職人材の
育成

豊かな人間性
豊かな人間性を育むカリ
キュラム・マネジメントと
校長の在り方

13 連携・接続

学校安全

自立と共生

リーダー育成8

9

10

11

命を守る防災教育・安全教
育の推進と校長の在り方

①自ら判断・行動できる子どもを育てる防災教育・安全教育の推
進

②家庭・地域等との連携を図った組織的かつ計画的な防災教育・
安全教育の推進

家庭・地域等との連携と異
校種間接続の推進における
校長の在り方

①家庭・地域等と連携し, 特色ある教育活動を展開する学校づく
りの推進

②成長の連続性を生かした異校種間接続の推進

様々な危機への対応と未然
防止の体制づくりにおける
校長の在り方

①いじめ・不登校等への適切な対応と体制づくり

②高い危機管理能力の育成と未然防止に向けた組織体制づくり

①社会の発展に貢献する資質・能力・態度を育む教育活動の推進

②身の回りの仕事や環境に関心をもち, 目標に向かって努力する
態度を育成するキャリア教育の推進

社会形成能力を育む教育活
動の推進と校長の在り方

①よりよい社会を創る人権教育の推進

②豊かな心を育む道徳教育の推進

健やかな体

第60回北海道小学校長会教育研究　宗谷・稚内大会　分科会一覧

‐ ４ ‐

②しなやかな知性と豊かな創造性を育む教育課程の編成・実施・
評価・改善

②学校の役割を明確にした創造的な学校経営の推進

組織・運営
学校経営ビジョンの実現と
活力ある組織づくりにおけ
る校長の在り方

①学校経営ビジョンの実現に向けた運営組織の構築

②活力ある運営を実現するための組織の活性化

創意と活力に満ちた学校経
営ビジョンと校長の在り方

経営ビジョン

健やかな体を育むカリキュ
ラム・マネジメントと校長
の在り方

①生涯にわたって豊かなスポーツライフを実現する教育活動の推
進

②生涯を通じて自他の健康課題に適切に対応する教育活動の推進



全国大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
３　評価・改善 ５　豊かな人間性 ８　学校安全 １　経営ビジョン １　経営ビジョン １　経営ビジョン

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
13　社会性 ５　豊かな人間性 ５　豊かな人間性 佐賀大会 ４　知性・創造性

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 全連小大会発表
３　評価・改善 ２　組織・運営 ２　組織・運営 ２　組織・運営 ４　知性・創造性 ４　知性・創造性 秋田大会

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
８　学校安全 ８　学校安全 ８　学校安全 道小小樽大会 １２　自立と共生 １２　自立と共生 １２　自立と共生

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表 道小大会発表
１　経営・ビジョン ４　知性・創造性 ４　知性・創造性 高知大会 １１　社会形成能力 ２　組織・運営

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
７　現職教育 １３　キャリア教育 １３　キャリア教育 ９　健全育成 ２　組織・運営 ２　組織・運営 ７　研究・研修

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表
９　健全育成 ９　健全育成 ４　知性・創造性 ７　研究・研修 ７　研究・研修

全連小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
さいたま大会 ９　健全育成 １３　キャリア教育 道小宗谷大会 １１　社会形成能力 １１　社会形成能力

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
11　環境教育 ３　評価・改善 ３　評価・改善 高知大会 ８　リーダー育成 ８　リーダー育成 ８　リーダー育成

（道小渡島北斗大会）

道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表 全連小北海道大会

５　豊かな人間性 さいたま大会 ３　評価・改善 道小函館大会

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表

１２　自立 １２　自立 １２　自立 ６　健やかな体 ６　健やかな体 ６　健やかな体

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
10　健康 １１　環境 １　経営・ビジョン ３　評価・改善 ３　評価・改善 １０　危機対応

道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表
１　経営・ビジョン 山口大会 １１　環境 １０　危機対応 １０　危機対応 道小胆振大会

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
４　知性・創造性 道小日高大会 １１　環境 １　経営・ビジョン 佐賀大会 ３　評価・改善

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表
２　組織・運営 道小十勝大会 １３　連携・接続 ９　学校安全

道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表
６　社会を形成する力 ５　豊かな人間性 秋田大会

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表
７　現職教育 ７　現職教育 ９　学校安全 １３　連携・接続

全連小大会発表
道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表
１０　健康 １０　健康 １０　健康 ９　学校安全

全国・道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表 道小大会発表
６社会形成能力 ７　現職教育 １３　連携・接続 ５　豊かな人間性

道小大会発表 道小大会発表 道小大会発表 全連小大会発表
12　自立 ６　社会を形成する力 ６　社会を形成する力 ５　豊かな人間性
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山口県山口市

東海北陸地区

平成26年

関東甲信越地区

埼玉県さいたま市

平成25年

平成２5年度～平成３１年度　道小研究関連分担一覧
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〇全連小大会及び道小大会の発表分担はローテーションに従い、表の通りとする。
〇全連小研究主題は平成31年度まで継続のため、道小大会の平成２９年度から３１年度までの分科会構成について、
全連小大会分科会との整合性と道小大会分科会の継続性の観点から見直し、調整を図っていった。



地　区 会員数 参加％ 参加期待数 １ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

石　狩 67 50 34 7 2 2 2 2 2 2 3 2 2 2 3 3 34
１ 札　幌 201 50 101 7 7 8 10 7 8 8 8 8 8 8 7 7 101

後　志 39 50 20 1 1 1 6 1 1 1 1 1 1 2 2 1 20
小　樽 21 50 11 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 6 0 11
上　川 66 70 46 4 3 3 3 3 4 3 4 3 3 7 3 3 46

２ 旭　川 54 70 38 3 7 3 2 2 3 3 3 2 3 3 2 2 38
留　萌 17 70 12 1 0 1 1 1 0 6 0 0 0 1 0 1 12
宗　谷 38 100 38 3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 3 3 38
渡　島 44 50 22 1 2 1 1 1 1 2 6 1 2 1 2 1 22

３ 函　館 46 50 23 2 2 2 2 1 2 1 2 2 2 2 2 1 23
檜　山 21 50 11 0 1 0 1 1 6 1 0 0 0 0 1 0 11
空　知 66 50 33 2 2 7 2 2 2 3 2 2 2 3 2 2 33

４ 胆　振 79 50 40 3 3 3 3 2 3 2 3 3 7 3 3 2 40
日　高 28 50 14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 14
十　勝 68 50 34 3 2 2 2 2 2 3 2 2 3 2 2 7 34
帯　広 26 50 13 0 1 1 0 6 1 1 0 1 0 1 0 1 13

５ 釧　路 31 50 16 1 1 1 1 0 1 1 1 6 1 0 1 1 16
釧路市 26 50 13 1 1 1 0 1 0 0 1 4 1 1 1 1 13
根　室 25 50 13 1 1 1 1 1 1 0 0 1 1 1 0 4 13

オホーツク 83 50 42 3 3 3 3 6 3 3 3 3 3 3 3 3 42
事 務 局

合  計 1046 574 45 44 44 44 44 44 44 44 45 44 44 44 44 574

【第６０回　宗谷・稚内大会　9月８日～９日】

平成２9年度  道小宗谷・稚内大会　参加期待数 

【参加期待数に関する基本的な考え】
１　分科会担当地区は６～７名（上記 斜体表示）を割り当てる。
２　１分科会人数を（全参加期待数÷分科会数＝５７７÷１３）から、４４名～４５名で構成する。（現実的には±数名程度で確定していくのではないか）
３　分科会には全ての地区からの参加が望ましいが、期待数と担当分科会等の関連もあり、今回は１７地区以上で構成した。
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